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グラフェンは高いキャリア移動度や特徴ある

電子特性 [1]などから，新しいデバイス材料と

してだけではなく，物性面でも興味がもたれて

いる物質である．グラフェンは，簡便な機械的

剥離法によって作製され研究が進められていた

が，近年，制御性の高い SiCの熱分解や金属基

板上での CVDなどによって作製され，その物

性評価が進められつつある．特に，金属基板を

触媒とした CVD法では，比較的容易に大面積

のグラフェンを作製できるために，広く用いら

れている．このようにして作製されたグラフェ

ンは二次元状であり，超高真空原子間力顕微鏡

等によってナノメートルの分解能で評価するこ

とが有効である．しかし，グラフェンの作製で

広く利用される金属基板上での CVDでは，大

気圧から低真空の条件下で作製されることが多

いため，表面上への吸着分子の影響などにより，

超高真空走査プローブ顕微鏡の高分解能性を発

揮できない．特に，ケルビンプローブフォース

顕微鏡では吸着分子によって電位が大きく変化

するため，本来の特性を反映した結果を得るの

が困難である．

本研究では，このような問題を避けるために，

10−8Paの超高真空条件下で観察可能な非接触原

子間力顕微鏡（NC-AFM)システムに，ターボ

分子ポンプによってベース圧力 10−5Paに維持

できる高真空チャンバーを接続し，そのチャン

バーに炭素系ガス導入系を設置した．これによ

り，当該チャンバー内で作製したナノカーボン

試料を大気に曝露することなく，NC-AFMに

よって観察できるようにした．スパッタリング

とアニールのサイクルによって原子レベルで清

浄化したCu(111)表面上に，高真空チャンバー

において，メタンガスを導入して，ナノカーボ

ンを作製した．この際に，基板温度を 700 －

900◦Cに加熱した．その後，真空を維持したま

ま試料を移送し，NC-AFMによって観察をおこ

なった．

NC-AFM観察像を Fig.1に示す．Cu(111)基

板表面上に，Cu(111)のステップ高さとは異な

る高さを持つ，層状の構造が形成されているこ

とが観察される．これらの層状の構造は，三角

形あるいは多角形の形状を持っており，互いに

辺の方向が揃っており，一層の高さは約 0.3nm

である．これらは，Cu(111)基板上に生成され

たナノカーボンであると考えられる．また，単

層のナノカーボンの上に二層めおよび三層めが

形成されていることもわかった．

Fig. 1: NC-AFM image of nanocarbon fabricated

on a Cu(111) surface.
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